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組織社会化戦術とプロアクティブ行動の相対的影響
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The present study explored the relative importance of organizational socialization 
tactics and proactive behavior on direct outcomes of organizational socialization. 
Dominance analyses were conducted using data for newcomers at 3 and 12 months after 
entering their organizations. The results revealed that 1) the usefulness of 
organizational socialization depended on the domain to be learned by newcomers; and 2) 
the effects of organizational socialization practices did not always dominate the effects 
of individual proactive behaviors. Additionally, analyses of the interaction between 
organizational socialization tactics and individual proactive behavior revealed effects 
only on the knowledge of task performance, and the impact was relatively minor. I 
conclude with theoretical discussions of why certain factors had a greater influence on 
socialization outcomes than others. 
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第一の流れは、段階モデル(Buchanan, 1974; Porter, Lawler, & Hackman, 1975; Van 
Maanen, 1975; Feldman, 1976; Schein, 1978; Katz, 1980; Wanous,1980)に見られるよう
な組織社会化の過程を記述した研究から、その過程の中で何が学習されるのかを実証的に
同定しようする内容理論(Ostroff & Kozlowski,1992; Morrison, 1993; Chao, et al, 1994; 

































組織による作用の代表的な説明変数には、組織社会化戦術(Van Maanen & Schein,1979; 
Jones, 1986)がある。組織社会化戦術とは「役割から役割への移行における個人の経験が、
その組織の他者によって構造化・組織化される方法」(Van Maanen & Schein, 1979; p.230)
と定義される概念である。簡単に言えば、組織が個人を社会化する際に用いる一連の方法・












た概念であるためである。例えば、Ashford & Cummings(1983)をベースにした Ostroff & 
Kozlowski(1992)や Morrison (1993)の情報探索行動、Louis (1980)の意味形成、Bauer & 
Green (1994)の社会的行事への参加などの意味するところは、多様な個人の自己社会化行
動である。もともと独立に探求されてきたそれらの行動は、現在「プロアクティブ行動」


















いない」(Saks & Ashforth ,1997; p.423)という批判を受ける形で、組織社会化研究では、
組織の作用と個人の作用を含めた統合的な実証が始まっている。 
例えば Kim, Cable, & Kim(2005)は、韓国の七企業の、入社三ヶ月から二年以内の若手
279 人について、社会化戦術とプロアクティブ行動およびそれらの交互作用とが、彼らの主
観的な組織－個人適合に及ぼす影響を検討した。 
Kim, Cable, & Kim(2005)が、組織と個人の適合性を従属変数として、組織の社会化戦術

































































わる知識（Ostroff & Kozlowski,1992; Morrison ,1993; Haueter, et al., 2003）をはじめと





る(Chao, et al., 1994)。 
しかし、それらの学習領域は、あくまで社会化の洗礼を受ける個人にとっての環境に関
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（Ostroff & Kozlowski, 1992; Morrison, 1993; Chao, et al., 1994; Haueter et al., 2003）。
組織社会化戦術は、それらの学習を促すことも確認されている（Cooper-Thomas&Anderson, 
2002; 小川, 2005）。 
 
仮説 1.a 制度的社会化戦術は新規参入者の外部環境に関する学習を促進するであろう。 
 



















相互作用論的アプローチの諸研究（e.g., Louis, 1980; Reichers, 1987）であると思われる。
しかしながら行動科学的研究では、その定量的な手法上、新人の意味形成過程をそのまま
研究することは難しい。そこで代わりに、新人が新しい役割や組織環境についてより学ぶ
ために、どう積極的に情報を探すのかについて注目することになった（Major, et al., 1995)。 
組織社会化研究において、プロアクティブという言葉が盛んに言及され出したのは、90
年代前半の諸研究からであろう(e.g., Miller & Jablin,1991; Ostroff & Kozlowski, 1992; 





















Ashford & Black（1996）を用いた Wanberg & Kammeyer-Mueller（2000）は、主に再







仮説 2.a 新規参入者のプロアクティブ行動は、彼（女）らの外部環境に関する学習を促進 
するであろう。 





なかった。社会化戦術研究の祖である Van Maanen & Schein(1979)では、社会化過程にお
ける個人の役割は相対的に弱いと前提した上で、社会化戦術の理論枠組みを構築した。近
年でも、Saks & Ashforth (2000)が、組織は既に確立された体系を持つ｢強い状況｣であるた
め、そこに適応する際の個人差はあまり関係がない、といった主張を行っている。 
プロアクティブ行動の一つと考えられる、フィードバック探索行動の影響を検討した































 また、Kim, Cable, & Kim(2005)で認められた組織社会化戦術とプロアクティブ行動の交
互作用を踏まえ、改めて縦断的調査において両者の交互作用のあり方についても確認する。 












 本研究における質問票調査の対象となったのは、2010 年 4 月から大学新卒で正規従業員
として就労を開始した 962 名である。約二万人の登録会員を持つ Web サイトの会員から上
記の条件に該当した者が抽出された。 
調査にあたっては縦断的デザインが採用された。具体的には、二度のデータ収集が行わ
れ、一度目(T1)は 2010 年 7 月の上旬から中旬に、二度目(T2)は 2011 年の 4 月中旬に実施
された。すなわち 1 度目は入社 3 カ月段階、二度目は入社 1 年後の段階である。T1 の収集
時期を就労開始後 3 カ月としたのは、研究者の手による過去の調査（小川, 2005a）におい
て、新卒者研修の平均期間が 3.1 カ月であったためである。T2 の収集時期は、同様に、最
長研修期間が 1 年であったことや（小川, 2005a）、1 年目の社会化結果が極めて大きな影響
を与えるという指摘（Hall & Nougaim, 1968）を踏まえている。 
T1 調査では 514 名（回収率 53.4%）から回答を得た。今回分析対象となったのは、T1
回答者のうち T2 調査でも回答が得られた 363 名(回収率 70.6%)である。 
 
3.2サンプル属性 
363 名の回答者の平均年齢は 23.17 歳（s.d. 1.19）であった。男性が 156 名(43.0%)、女
性が 207名(57.0%)、大学での専攻は理系が 154名(42.4%)、文系が 209名(57.6%)を占めた。 
 回答者が勤務する業界は製造業(73 名：20.1％)、金融関係(59 名：16.3％)、その他サービ
ス(56 名：15.4％)、情報通信(55 名：15.2％)と続く(以上 10％以上のカテゴリ)。職種は上位
から、その他 124 名(34.2％)、販売・営業 113 名(31.1％)、生産・製造 60 名(16.5％)と続く。 
回答者の勤務先の組織形態は、株式会社が 8 割近くを占め、このうち上場企業が 50.6%
を占めた。 















=.79)、社交行事への参加(α=.81)の 4 因子が抽出された。 
組織社会化の一次的・直接的成果の指標における組織環境の知識に関する学習の尺度と






















定された社会化戦術の 4 因子とプロアクティブ行動の 4 因子を独立変数として、第二時点
で測定された組織環境に関する一次的学習成果としての組織目標・職務遂行・人間関係の 3
因子と自己学習の因子に対し重回帰分析を行った。各重回帰分析の詳細な結果は付録(Table 
5,6,7,8)に、結果の要約は Table 9 に示した。 
この際、性別（男・女のダミー）・年齢・大学での専攻（理系・文系のダミー）・所属産
業（製造・その他産業のダミー）・会社区分（株式会社・それ以外のダミー）・所属部門（ラ
イン職種部門・スタッフ職種部門のダミー）・T2 時点の異動回数、および T1 時点で測定さ
れた同じ従属変数を統制した。 
 









T1個人的戦術 .02 .35 .13 2.35 * .00 .08 -.08 -1.46
T1内容的戦術(制度1) -.01 -.25 .14 2.34 * -.13 -2.23 * -.08 -1.42
T1文脈的戦術(制度2) .04 .66 .04 .59 .12 2.03 * .08 1.31
T1社会的戦術(制度3) .12 2.18 * -.07 -1.22 -.00 -.04 .13 2.19 *
T1部門内コミュ .06 .87 .16 2.19 * -.00 -.02 .12 1.82 †
T1意味形成 .09 1.34 -.03 -.43 -.04 -.64 -.05 -.76
T1部門外コミュ .07 1.17 .08 1.15 .12 1.92 † .18 2.80 **





†p<.10 , *p<.05 ,  **p<.01 ,  ***p<.001
10.69*** 4.76*** 6.95*** 6.60***
組織目標 職務能力 人間関係 自己学習
.30 .15 .22 .21






































任意の独立変数 A と B が重回帰式に投入されており、A の標準偏回帰係数が B のそれよ
り大きくとも、任意の独立変数 C が回帰式にさらに投入された際には、A の標準偏回帰係













た変数を用いた。各ドミナンス分析の結果をまとめたものが Table 14 である。 
 


















C値 .151 - .013 .003 .040 .029 .032 .031 .002
R
2の占有率 100% - 8 .9% 1 .8% 26 .5% 19 .3% 21 .3% 20 .9% 1 .4%
影響力の順位 - - 5 6 1 4 2 3 7
職務遂行
C値 .064 .015 .033 - - .013 - .003 -
R
2の占有率 100% 23 .1% 52 .2% - - 20 .2% - 4 .5% -
影響力の順位 - 2 1 - - 3 - 4 -
人間関係
C値 .129 .028 .042 .0214 - .004 - .0213 .013
R
2の割合 100% 21 .8% 32 .5% 16 .6% - 2 .8% - 16 .4% 9 .9%
影響力の順位 - 2 1 3 - 6 - 4 5
自己理解
C値 .105 - - .004 .046 .020 .005 .028 .002
R
2の占有率 100% - - 4 .0% 43 .5% 19 .4% 4 .4% 26 .4% 2 .3%
影響力の順位 - - - 5 1 3 4 2 6
組織の社会化戦術 個人のプロアクティブ行動




係数の 26.5%を占有)と自己学習(C=.046 で決定係数の 43.5%を占有)において最大の影響力
を示したのは、既存成員からの相互作用を照射する社会的組織社会化戦術であった。同様
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個人的 内容的 文脈的 社会的
28この組織内では、自分の役割がどうあるべきかを理解するまで、ほとんどの場合は放っておかれる 0.74 0.04 -0.15 -0.07 0.58
17自分の仕事をどうやって遂行すべきかについて、先輩社員からほとんど指導を受けていない 0.65 0.10 -0.19 -0.11 0.48
26ベテラン社員たちは、私が彼らの期待に応えられるようになるまで、ある程度距離を置いていたと感じる 0.62 0.11 0.04 -0.21 0.44
23自分の仕事に関する知識の大半は、正式に教わったのではなく、試行錯誤の中で得た 0.55 -0.03 -0.15 0.13 0.34
22この組織では、今の仕事の前任者や同じ仕事をしている先輩社員と、会ったり話したりする機会は、ほとんどない 0.50 0.26 -0.02 -0.20 0.36
30今後の私に何が起こるのかということについては、その大半が、通常の組織の伝達経路からというよりも、むしろ非公式な情報網から得られる 0.50 0.05 0.01 0.04 0.25
24この組織において、いつ新しい職務の割り当てや研修が行なわれるのか、ほとんど知らない 0.46 -0.20 -0.15 -0.10 0.28
15この組織に受け入れられるように、自分の態度や価値観を変えなければならなかった 0.45 0.08 0.20 0.05 0.25
16経験や実績を築くための異動や昇進のパターンは、この組織では非常に明確である 0.04 0.74 0.08 0.23 0.61
27この組織では、昇進に至る道筋・段階がはっきりと示されている 0.01 0.65 0.13 0.22 0.49
18この組織では、様々な出来事を、決まったタイム・テーブルに沿ってこなしていくことで昇進して行くということが、明確に伝えられている 0.13 0.60 0.08 0.07 0.39
4この組織では、ある役割の次はこの役割、ある職種の次はこの職種といったような、はっきりした異動のパターンがある 0.07 0.53 0.23 0.03 0.34
1これまでの間、私は他の新入社員とともに、仕事に関連する共通の研修活動に広く参加してきた -0.12 0.08 0.64 0.09 0.44
2仕事に関する色々なスキルについて、しっかりとした知識を得られるように用意された、新人向けの研修を受けた -0.23 0.21 0.64 0.16 0.53
13この組織は、新入社員全員に、同じ学習体験をさせる -0.03 0.13 0.56 0.16 0.35
7自分の職務に求められるものを理解する上で、他の新人の存在が助けになっている 0.07 0.10 0.52 0.23 0.34
11先輩社員を観察すれば、この組織内での自分の役割がよくわかる -0.02 0.12 0.11 0.60 0.38
5この組織のベテラン社員は、新入社員に助言を与えたり教育したりすることを、主要な職責の一つだとみなしている -0.28 0.14 0.30 0.50 0.44
6他の社員が経験してきたことを見ていると、この組織での将来の自分のキャリア・パスが予想できる -0.02 0.22 0.16 0.43 0.26
3私は、この組織において自分のスキルや能力はとても重要なものであると感じさせられてきた -0.04 0.10 0.29 0.40 0.26
固有値 2.75 1.92 1.84 1.31 7.83
寄与率（％） 13.7 9.6 9.2 6.6





 Hosei University RepositoryUniversity Repository
31 
 
















4自分の仕事に対する意見を、上司に求めること 0.70 0.22 0.25 0.06 0.61
2上司にコメントを求めること 0.68 0.19 0.11 0.15 0.53
3割り当てられた仕事をしている最中、その仕事ぶりに対するフィードバックを求めること 0.65 0.16 0.18 0.07 0.49
1自分に割り当てられた仕事を終えた後に、その仕事ぶりに対するフィードバックを求めること 0.62 0.16 0.17 0.13 0.46
7自分に課せられている要求事項について、上司や同僚と話し合うこと 0.59 0.31 0.07 0.26 0.52
6割り当てられた職務について、上司や同僚などと話し合うこと 0.57 0.22 0.11 0.32 0.49
15上司との時間や接点を、多く持とうとすること 0.54 0.23 0.34 0.22 0.50
5自分の仕事で変更したい点について、上司や同僚などと話し合うこと 0.54 0.24 0.29 0.16 0.45
8上司や同僚が、あなたに期待していることについて、彼らと話し合うこと 0.54 0.21 0.25 0.11 0.41
21組織の体制（部門間関係・権限関係等）について覚えようとすること 0.29 0.67 0.12 0.18 0.57
24組織における部門間の関係や権限関係について学ぼうとすること 0.30 0.66 0.29 0.15 0.62
23組織における力関係について学ぼうとすること 0.24 0.57 0.29 0.21 0.51
22組織内の重要な方針や手順について学ぼうとすること 0.40 0.54 0.07 0.19 0.50
20社内の別のセクションに所属する、より多くの人たちと個人的に知り合おうとすること 0.28 0.18 0.69 0.18 0.63
18社内の別の部署の人たちに、自分から話しかけること 0.30 0.14 0.60 0.24 0.53
19自分の部署外の人たちと、付き合おうとすること 0.15 0.19 0.59 0.29 0.49
13会社主催の社交的集まりに出席すること 0.18 0.18 0.18 0.76 0.68
14職場の飲み会への参加 0.17 0.13 0.21 0.66 0.52
12人と出会うために、オフィスでの社交行事に参加すること 0.17 0.25 0.33 0.56 0.51
固有値 3.99 2.13 1.97 1.94 10.04
寄与率（％） 21.0 11.2 10.4 10.2




組織目標 自己学習 職務遂行 人間関係
b.学29この会社の歴史についてよく知っている 0.72 -0.16 0.08 -0.01
b.学34私は、会社が決めた目標を支持している 0.70 -0.08 0.25 -0.06
b.学14私は会社が長いあいだ保ってきた伝統について知っている 0.69 -0.08 0.00 -0.02
b.学11会社の目標は、私の目標でもある 0.57 0.11 0.01 0.07
b.学24仕事上の義務を、私はすべて理解している 0.53 -0.02 0.01 0.03
b.学20この会社の目標を理解している 0.50 0.09 0.17 -0.24
b.学19仕事上の課業（タスク）をマスターしている 0.49 0.08 -0.07 -0.09
b.学28この会社で働く人の活動の裏にある動機を、よく理解している 0.49 0.01 -0.12 0.07
b.学21自分の所属部署や一緒に仕事をしているグループの中で、私は頼りになる存在である 0.49 0.11 -0.16 0.09
b.学31私は会社の中でとても人気がある 0.47 0.09 -0.10 -0.02
b.学3私は、自分の会社を代表するような従業員である 0.40 0.10 -0.16 0.24
b.自2自分の向いている仕事がどういうものか、ある程度わかってきた -0.09 0.79 0.01 -0.05
b.自4仕事経験の中で、やりたい仕事や職種が、だんだんとはっきりしてきた 0.03 0.73 -0.02 0.01
b.自1職務経験が増えるにつれて、以前よりは、やりたい仕事がわかってきた -0.03 0.73 0.05 -0.03
b.自10仕事経験の中で、自分の価値観がはっきりしてきた 0.02 0.61 0.00 -0.08
b.自7どんな仕事でならば自分の力が発揮できるのか、よく理解している 0.19 0.54 -0.09 0.00
b.学15私は、会社の中で使われる省略形の言葉をいつも理解しているわけではない 0.06 0.09 0.68 0.10
b.学6自分の職務に関する特別な用語や専門用語をまだマスターしていない -0.11 0.09 0.64 0.21
b.学22自分の仕事をうまくこなしていくうえで必要な技能（スキル）や能力を、私はまだ十分に身につけていない -0.02 0.04 0.60 -0.14
b.学26どうすれば自分にとっていちばん望ましい仕事の割り当てがされるのか、いつも分かっているわけではない 0.10 -0.10 0.55 -0.11
b.学12会社の中で使われる特有の言葉や言い方をまだマスターしていない -0.04 0.10 0.48 0.35
b.学17会社の価値観をいつも信じているわけではない -0.05 -0.03 0.47 -0.14
b.学23自分の働く会社の「社内政治」についてはよくわからない 0.06 -0.11 0.45 0.00
b.学10自分は社内での他の社員同士の集まりからは締め出されてしまっている 0.09 -0.06 -0.13 0.81
b.学27この会社の中の非公式なネットワークや集まりから、自分は外れていることが多い -0.03 0.01 0.07 0.69
b.学13一緒に仕事をしているグループの中で、私は「やっかい者」と見なされやすい 0.05 -0.09 0.07 0.57
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性別 1.6 0.5 -
年齢 23.2 1.2 -.28*** -
専攻 1.6 0.5 .21*** -.40*** -
産業分野 1.8 0.4 .23*** -.361*** .364*** -
会社形態 1.4 0.5 -.09 .10 -.05 -.24*** -
T2所属部門 1.5 0.5 .07 .11* -.08 .00 -.14** -
T2異動回数 0.4 0.8 -.07 .01 -.04 -.06 -.04 -.02 -
T1個人的戦術 28.0 7.9 -.02 .04 .01 .05 -.07 -.14* .01 （.79）
T1内容的戦術(制度1) 13.6 4.8 -.10 .02 .11* .14** .10 -.04 -.02 .12* （.78）
T1文脈的戦術(制度2) 18.3 5.1 .01 .02 .01 -.02 .22*** -.01 -.07 -.12* .32*** （.74）
T1社会的戦術(制度3) 18.0 4.0 -.08 -.05 .06 .01 .08 -.00 -.06 -.20*** .31*** .45*** （.64）
T1部門内コミュ 23.2 5.2 -.07 .06 -.09 -.03 .11** -.07 -.14* -.03 .08 .15** .25*** （.89）
T1意味形成 10.5 2.6 -.10 .09 -.10 -.03 .12** -.05 -.14** -.05 .11* .15** .28*** .65*** （.82）
T1部門外コミュ 7.5 2.1 -.10 .08 -.01 -.05 .09 -.04 -.08 -.02 .10 .03 .23*** .57*** .52*** （.79）
T1社交 8.3 2.1 -.08 .03 -.05 -.07 .11* -.06 -.13 -.10* .04 .17** .19*** .46*** .49*** .52*** （.81）
T1組織目標 35.3 7.2 -.23*** .19*** -.03 -.09 .10 .01 .07 .05 .28*** .15** .36*** .41*** .40*** .42*** .26*** （.83）
T1職務遂行力 16.9 4.1 -.05 -.04 .07 .06 -.02 -.05 .04 -.08 .19*** -.08 .01 .06 .02 .05 -.06 .33***
T1人間関係 14.5 3.0 .01 -.02 -.02 -.04 .04 .04 -.04 -.46*** -.23*** .16** .17** .26*** .19*** .27*** .25*** .11*
T1自己学習 16.0 3.3 -.13* .11* -.07 -.03 .04 -.00 .03 .03 .13* .06 .29*** .26*** .32*** .20*** .28*** .44***
T2組織目標 35.6 7.3 -.20*** .08 .02 -.02 .16** .04 -.02 .00 .20*** .17** .32*** .34*** .34*** .33*** .21*** .51**
T2職務遂行力 18.3 4.3 -.02 .01 .07 .08 -.00 -.11* -.03 .15** .23*** .02 -.00 .17** .08 .13* .01 .24***
T2人間関係 14.2 2.9 .14* -.03 .03 -.02 .06 .05 -.01 -.21*** -.18** .15** .09 .14** .09 .20*** .20*** .15**
T2自己学習 16.0 3.6 -.09 .06 .01 -.08 .09 .04 -.00 -.11* .05 .15** .30*** .28*** .22*** .28*** .19*** .29***
N=342-363;  *p<.05 ,  **p<.01 ,  ***p<.001 ; (　)内の数字はα係数
性別(1=男、2=女)・専攻（1=理系,2=文系)・産業分野(1=製造、2=その他)・会社形態（1=上場企業以外、2=上場企業）・所属部門(1=ライン部門、2=スタッフ部門)はダミー変数
T1社会化戦術 T1プロアクティブ行動
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性別 -.14 -2.76 ** -.14 -2.80 ** -.14 -2.76 **
年齢 -.03 -.51 -.01 -.20 -.01 -.22
専攻 .05 1.23 .06 1.10 .07 1.29
産業 .06 1.10 .06 1.10 .05 .95
形態 .13 2.74 .12 2.47 .11 2.26
所属部門 .12 2.44 .12 2.61 .13 2.75 **
異動回数 -.04 -.91 -.03 -.64 -.00 -.08
T1組織目標 .48 10.19 *** .43 8.32 *** .35 6.17 ***
T1個人的戦術 .16 .33 .02 .35
T1内容的戦術(制度1) -.03 -.48 -.01 -.25
T1文脈的戦術(制度2) .03 .64 .04 .66
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性別 -.01 -.15 .01 .17 * .01 .26
年齢 .08 1.37 .05 .89 .05 .77
専攻 .05 .90 .04 .61 .04 .71
産業 .07 1.17 .03 .56 .03 .52
形態 -.01 -.10 -.02 -.31 -.03 -.53
所属部門 -.11 -2.14 * -.09 -1.75 -.09 -1.81
異動回数 -.04 -.83 -.05 -1.04 -.04 -.76
T1職務遂行力 .32 6.11 *** .30 5.74 *** .29 5.40 ***
T1個人的戦術 .14 2.61 ** .13 2.35 *
T1内容的戦術(制度1) .14 2.32 * .14 2.34 *
T1文脈的戦術(制度2) .03 .51 .04 .59
T1社会的戦術(制度3) -.03 -.57 -.07 -1.22
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性別 .15 2.81 ** .13 2.42 * .13 2.56 **
年齢 .03 .45 .03 .51 .02 .36
専攻 .03 .46 .04 .67 .03 .51
産業 -.02 -.32 -.00 -.04 .01 .10
形態 .06 1.16 .05 .99 .04 .85
所属部門 .04 0.88 .05 1.03 .05 1.09
異動回数 .03 .52 .03 .58 .04 .79
T1人間関係 .44 9.09 *** .41 7.05 *** .36 5.80 ***
T1個人的戦術 .02 .43 .00 .08
T1内容的戦術(制度1) -.11 -1.95 † -.13 -2.23 *
T1文脈的戦術(制度2) .11 1.84 † .12 2.03 *
T1社会的戦術(制度3) .02 .31 -.00 -.04
T1部門内コミュ -.00 -.02
T1意味形成 -.04 -.64
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性別 -.05 -.88 * -.05 -.98 -.04 -.83
年齢 -.01 -.14 .02 .34 .01 .17
専攻 .08 1.31 .08 1.47 .08 1.41
産業 -.08 -1.31 -.06 -1.05 -.06 -1.04
形態 .07 1.29 .05 .88 .03 .60
所属部門 .07 1.37 .07 1.36 .07 1.35
異動回数 -.01 -.19 .01 .22 .03 .53
T1自己学習 .36 7.11 *** .31 5.93 *** .30 5.52 ***
T1個人的戦術 -.06 -1.22 -.08 -1.46
T1内容的戦術(制度1) -.07 -1.24 -.08 -1.42
T1文脈的戦術(制度2) .06 1.00 .08 1.31
T1社会的戦術(制度3) .18 2.99 ** .13 2.19 *
T1部門内コミュ .12 1.82 †
T1意味形成 -.05 -.76
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内容 文脈 社会 内コミュ 意味 外コミュ 社交
1 - - .036 .024 .098 .112 .114 .103 .042
2 内容的戦術 .036 - .009 .070 .100 .103 .092 .037
3 文脈的戦術 .024 .030 - .072 .097 .100 .100 .030
4 社会的戦術 .098 .008 -.002 - .068 .067 .066 .021
5 内部コミュニケーション .112 .024 .009 .044 - .023 .025 .001
6 意味形成 .114 .028 .010 .051 .021 - .029 .000
7 外部コミュニケーション .103 .025 .021 .061 .034 .040 - .000
8 社交 .042 .031 .012 .077 .071 .072 .061 -
9 内容・文脈 .045 - - .059 .092 .096 .091 .031
6 内容・社会 .106 - -.002 - .067 .067 .064 .021
7 内容・内コミュ .136 - .001 .037 - .022 .022 .001
8 内容・意味 .139 - .002 .034 .019 - .025 .000
9 内容・外コミュ .128 - .008 .042 .030 .036 - -.001
10 内容・社交 .073 - .003 .054 .064 .066 .054 -
11 文脈・社会 .096 .008 - - .067 .067 .067 .020
12 文脈・内コミュ .121 .016 - .042 - .022 .027 -.001
13 文脈・意味 .124 .017 - .039 .019 - .031 -.001
14 文脈・外コミュ .124 .012 - .039 .024 .031 - -.003
15 文脈・社交 .054 .022 - .062 .066 .069 .067 -
16 社会・内コミュ .166 .007 -.003 - - .014 .018 -.001
17 社会・意味 .165 .008 -.002 - .015 - .022 -.001
18 社会・外コミュ .164 .006 -.001 - .020 .023 - -.002
19 社会・社交 .119 .008 -.003 - .046 .045 .043 -
20 内コミュ・意味 .135 .023 .008 .045 - - .015 -.002
21 内コミュ・外コミュ .137 .021 .011 .047 - .013 - -.002
22 内コミュ・社交 .113 .024 .007 .052 - .020 .022 -
23 意味・外コミュ .143 .021 .012 .044 .007 - - -.003
24 意味・社交 .114 .025 .009 .050 .019 - .026 -
25 外コミュ・社交 .103 .024 .018 .059 .032 .037 - -
26 内容・文脈・社会 .104 - - - .066 .066 .064 .020
27 内容・文脈・内コミュ .137 - - .033 - .021 .024 .000
28 内容・文脈・意味 .141 - - .029 .017 - .027 -.001
29 内容・文脈・外コミュ .136 - - .032 .025 .032 - -.002
30 内容・文脈・社交 .076 - - .048 .061 .064 .058 -
31 内容・社会・内コミュ .173 - -.003 - - .014 .017 -.001
32 内容・社会・意味 .173 - -.003 - .014 - .020 -.001
33 内容・社会・外コミュ .170 - -.002 - .020 .023 - -.001
34 内容・社会・社交 .127 - -.003 - .045 .045 .042 -
35 内容・内コミュ・意味 .158 - .000 .029 - - .013 -.003
36 内容・内コミュ・外コミュ .158 - .003 .032 - .013 - -.002
37 内容・内コミュ・社交 .137 - .000 .035 - .018 .019 -
38 内容・意味・外コミュ .164 - .004 .029 .007 - - -.002
39 内容・意味・社交 .139 - .001 .033 .016 - .023 -
40 内容・外コミュ・社交 .127 - .007 .042 .029 .035 - -
41 文脈・社会・内コミュ .163 .007 - - - .014 .019 .000
42 文脈・社会・意味 .163 .007 - - .014 - .022 -.002
43 文脈・社会・外コミュ .163 .005 - - .019 .022 - -.002
44 文脈・社会・社交 .116 .008 - - .047 .045 .045 -
45 文脈・内コミュ・意味 .143 .015 - .034 - - .017 -.003
46 文脈・内コミュ・外コミュ .148 .013 - .034 - .012 - -.002
47 文脈・内コミュ・社交 .120 .017 - .043 - .020 .026 -
48 文脈・意味・外コミュ .155 .013 - .030 .005 - - -.001
49 文脈・意味・社交 .123 .017 - .038 .017 - .031 -
50 文脈・外コミュ・社交 .121 .013 - .040 .025 .033 - -
51 社会・内コミュ・意味 .180 .007 -.003 - - - .011 -.003
52 社会・内コミュ・外コミュ .184 .006 -.002 - - .007 - -.002
53 社会・内コミュ・社交 .165 .007 -.002 - - .012 .017 -
54 社会・意味・外コミュ .187 .005 -.003 - .004 - - -.002
55 社会・意味・社交 .164 .008 -.003 - .013 - .021 -
56 社会・外コミュ・社交 .162 .007 -.001 - .020 .023 - -
57 内コミュ・意味・外コミュ .150 .021 .010 .041 - - - -.001
58 内コミュ・意味・社交 .133 .022 .007 .044 - - .016 -
59 内コミュ・外コミュ・社交 .135 .021 .011 .047 - .014 - -
60 意味・外コミュ・社交 .140 .022 .014 .045 .009 - - -
追加的効果
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のR2 個人 内容 内コミュ 外コミュ
1 - - .020 .048 .025 .013
2 個人的戦術 .020 - .041 .027 .014
3 内容的戦術 .048 .013 - .018 .008
4 部門内コミュニケーション .025 .022 .041 - -.001
5 部門外コミュニケーション .013 .021 .043 .011 -
6 個人・内容 .061 - - .019 .008
7 個人・内コミュ .047 - .033 - -.002
8 個人・外コミュ .034 - .035 .011 -
9 内容・内コミュ .066 .014 - - -.002
6 内容・外コミュ .056 .013 - .008 -
7 内コミュ・外コミュ .024 .021 .040 - -
8 個人・内容・内コミュ .080 - - - -.002
9 個人・内容・外コミュ .069 - - .009 -
10 個人・内コミュ・外コミュ .045 - .033 - -
11 内容・内コミュ・外コミュ .064 .014 - - -
12 個人・内容・内コミュ・外コミュ .078 - - - -
C値 .064 .015 .033 .013 .003
R2の占有率 100% 23 .1% 52 .2% 20 .2% 4 .5%
順位 - 2 1 3 4
追加的効果
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Table 12人間関係を従属変数とした際の 6変数のドミナンス分析の結果 
 
投入済み変数 投入済み変数
のR2 個人 内容 文脈 内コミ 外コミ 社交
1 - - .040 .029 .020 .018 .036 .036
2 個人的戦術 .040 - .021 .014 .016 .035 .028
3 内容的戦術 .029 .032 - .045 .024 .045 .041
4 文脈的戦術 .020 .034 .054 - .011 .034 .026
5 部門内コミュニケーション .018 .038 .035 .013 - .017 .019
6 部門外コミュニケーション .036 .039 .038 .018 -.001 - .009
7 社交 .036 .032 .034 .010 .001 .009 -
8 個人 内容 .061 - - .034 .022 .043 .033
9 個人 文脈 .054 - .041 - .011 .033 .021
6 個人 内コミ .056 - .027 .009 - .018 .014
7 個人 外コミ .075 - .029 .012 -.001 - .005
8 個人 社交 .068 - .026 .007 .002 .012 -
9 内容 文脈 .074 .021 - - .015 .043 .025
10 内容 内コミ .053 .030 - .036 - .021 .020
11 内容 外コミ .074 .032 - .043 .000 - .010
12 内容 社交 .070 .024 - .029 .003 .014 -
13 文脈 内コミ .031 .034 .058 - - .020 .014
14 文脈 外コミ .054 .033 .063 - -.003 - .003
15 文脈 社交 .046 .029 .053 - -.001 .011 -
16 内コミ 外コミ .035 .041 .039 .016 - - .008
17 内コミ 社交 .037 .033 .036 .008 - .006 -
18 外コミ 社交 .045 .035 .039 .012 -.002 - -
19 個人 内容 文脈 .095 - - - .014 .042 .021
20 個人 内容 内コミ .083 - - .026 - .020 .015
21 個人 内容 外コミ .104 - - .033 -.001 - .005
22 個人 内容 社交 .094 - - .012 .004 .015 -
23 個人 文脈 内コミ .065 - .044 - - .020 .010
24 個人 文脈 外コミ .087 - .050 - -.002 - .002
25 個人 文脈 社交 .075 - .041 - .000 .014 -
26 個人 内コミ 外コミ .074 - .029 .011 - - .004
27 個人 内コミ 社交 .070 - .028 .005 - .008 -
28 個人 外コミ 社交 .080 - .029 .009 -.002 - -
29 内容 文脈 内コミ .089 .020 - - - .026 .012
30 内容 文脈 外コミ .117 .020 - - -.002 - .002
31 内容 文脈 社交 .099 .017 - - .002 .020 -
32 内容 内コミ 外コミ .074 .029 - .041 - - .008
33 内容 内コミ 社交 .073 .025 - .028 - .009 -
34 内容 外コミ 社交 .084 .025 - .035 -.002 - -
35 文脈 内コミ 外コミ .051 .034 .064 - - - .004
36 文脈 内コミ 社交 .045 .030 .056 - - .010 -
37 文脈 外コミ 社交 .057 .032 .062 - -.002 - -
38 内コミ 外コミ 社交 .043 .012 .039 .012 - - -
39 個人 内容 文脈 内コミ .109 - - - - .026 .010
40 個人 内容 文脈 外コミ .137 - - - -.002 - .000
41 個人 内容 文脈 社交 .116 - - - .003 .021 -
42 個人 内容 内コミ 外コミ .103 - - .032 - - .005
43 個人 内容 内コミ 社交 .098 - - .021 - .010 -
44 個人 内容 外コミ 社交 .109 - - .028 -.001 - -
45 個人 文脈 内コミ 外コミ .085 - .050 - - - .001
46 個人 文脈 内コミ 社交 .075 - .044 - - .011 -
47 個人 文脈 外コミ 社交 .089 - .048 - -.003 - -
48 個人 内コミ 外コミ 社交 .078 - .030 .008 - - -
49 内容 文脈 内コミ 外コミ .115 .020 - - - - .001
50 内容 文脈 内コミ 社交 .101 .018 - - - .015 -
51 内容 文脈 外コミ 社交 .119 .018 - - -.003 - -
52 内容 内コミ 外コミ 社交 .082 .026 - .032 - - -
53 文脈 内コミ 外コミ 社交 .055 .031 .061 - - - -
54 個人 内容 文脈 内コミ 外コミ .135 - - - - - .000
55 個人 内容 文脈 内コミ 社交 .119 - - - - .016 -
56 個人 内容 文脈 外コミ 社交 .137 - - - -.002 - -
57 個人 内容 内コミ 外コミ 社交 .108 - - .027 - - -
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Table 13自己イメージ学習を従属変数とした際の 6変数のドミナンス分析の結果 
 
投入済み変数 投入済み変数
のR2 文脈 社会 内コミ 意味 外コミ 社交
1 - - .020 .085 .073 .046 .076 .034
2 文脈的戦術 .020 - .062 .061 .037 .072 .024
3 社会的戦術 .085 -.003 - .039 .018 .055 .015
4 部門内コミュニケーション .073 .008 .051 - .001 .021 .003
5 意味形成 .046 .011 .057 .028 - .036 .007
6 部門外コミュニケーション .076 .016 .054 .018 .006 - .000
7 社交 .034 .010 .066 .042 .021 .044 -
8 文脈 社会 .082 - - .039 .018 .047 .016
9 文脈 内コミ .081 - .040 - .000 .023 .001
6 文脈 意味 .057 - .043 .024 - .038 .004
7 文脈 外コミ .092 - .037 .012 .003 - -.002
8 文脈 社交 .044 - .054 .038 .017 .046 -
9 社会 内コミ .124 -.003 - - -.002 .015 .000
10 社会 意味 .103 -.003 - .019 - .027 .003
11 社会 外コミ .130 -.001 - .009 .000 -
12 社会 社交 .100 -.002 - .024 .006 .029 -
13 内コミ 意味 .074 .007 .048 - - .018 .000
14 内コミ 外コミ .094 .010 .045 - -.002 - -.002
15 内コミ 社交 .076 .006 .048 - -.002 .016 -
16 意味 外コミ .082 .013 .048 .010 - - -.002
17 意味 社交 .053 .008 .053 .021 - .027 -
18 外コミ 社交 .076 .014 .053 .016 .004 - -
19 文脈 社会 内コミ .121 - - - -.002 .016 .001
20 文脈 社会 意味 .100 - - .019 - .028 .004
21 文脈 社会 外コミ .129 - - .008 -.001 - -.002
22 文脈 社会 社交 .098 - - .024 .006 .029 -
23 文脈 内コミ 意味 .081 - .038 - - .021 -.001
24 文脈 内コミ 外コミ .104 - .033 - -.002 - -.002
25 文脈 内コミ 社交 .082 - .040 - -.002 .020 -
26 文脈 意味 外コミ .095 - .033 .007 - - -.003
27 文脈 意味 社交 .061 - .043 .019 - .031 -
28 文脈 外コミ 社交 .090 - .037 .012 .002 - -
29 社会 内コミ 意味 .122 -.003 - - - .014 .000
30 社会 内コミ 外コミ .139 -.002 - - -.003 - -.003
31 社会 内コミ 社交 .124 -.002 - - -.002 .012 -
32 社会 意味 外コミ .130 -.002 - .006 - - -.002
33 社会 意味 社交 .106 -.002 - .016 - .022 -
34 社会 外コミ 社交 .129 -.002 - .013 -.001 - -
35 内コミ 意味 外コミ .092 .010 .044 - - - -.003
36 内コミ 意味 社交 .074 .006 .048 - - .015 -
37 内コミ 外コミ 社交 .092 .010 .044 - -.003 - -
38 意味 外コミ 社交 .082 .013 .048 .010 - - -
39 文脈 社会 内コミ 意味 .119 - - - - .015 .000
40 文脈 社会 内コミ 外コミ .137 - - - -.003 - -.003
41 文脈 社会 内コミ 社交 .122 - - - -.003 .012 -
42 文脈 社会 意味 外コミ .128 - - .006 - - -.002
43 文脈 社会 意味 社交 .104 - - .015 - .022 -
44 文脈 社会 外コミ 社交 .127 - - .007 -.001 - -
45 文脈 内コミ 意味 外コミ .102 - .032 - - - -.003
46 文脈 内コミ 意味 社交 .080 - .039 - - .019 -
47 文脈 内コミ 外コミ 社交 .102 - .032 - -.003 - -
48 文脈 意味 外コミ 社交 .092 - .034 .007 - - -
49 社会 内コミ 意味 外コミ .136 -.002 - - - - -.002
50 社会 内コミ 意味 社交 .122 -.003 - - - .012 -
51 社会 内コミ 外コミ 社交 .136 -.002 - - -.002 - -
52 社会 意味 外コミ 社交 .128 -.002 - .006 - - -
53 内コミ 意味 外コミ 社交 .089 .010 .045 - - - -
54 文脈 社会 内コミ 意味 外コミ .134 - - - - - -.002
55 文脈 社会 内コミ 意味 社交 .119 - - - - .013 -
56 文脈 社会 内コミ 外コミ 社交 .134 - - - -.002 - -
57 文脈 社会 意味 外コミ 社交 .126 - - .006 - - -
58 文脈 内コミ 意味 外コミ 社交 .099 - .033 - - - -
59 社会 内コミ 意味 外コミ 社交 .134 -.002 - - - - -
60 文脈 社会 内コミ 意味 外コミ 社交 .132 - - - - - -
C値 .105 .004 .046 .020 .005 .028 .002
R2の占有率 100% 4 .0% 43 .5% 19 .4% 4 .4% 26 .4% 2 .3%
順位 - 5 1 3 4 2 6
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